
令和６年度第１３回理事会議事録 

日   時   令和６年５月８日（水）午後７時００分より 

場   所   商店街事務所 

出 席 理 事 理事長   木村 弘   

副理事長  佐藤 典子  

副理事長  生嶋 宏治 

専務理事  劔物 忍 

理事    内平 淳一  (欠席) 

理事    佐藤 志保 

理事    加納 洋平 

理事    中村 恵美 

理事    畠山 美香 

  議案説明者 西本 香奈江 

 

事 務 局 奈良 正彦 

 

＜議題審議結果＞１、令和６年度第 12回理事会議事録確認  承認 

２、総会議案書確認(次年度予算、事業計画) 承認 

総会司会、議長、説明者等担当者確認  決定 

懇親会手順確認            決定 

３、「公共冷蔵庫」設置の提案        継続審議 

４、あさぶ商店街ミニガーデン補助金申請について 承認 

＜審 議＞ 

議長の選任 定刻に至り、劒物忍氏理事会開会を宣し、本日の理事会は定足数を

満たしたので、有効に成立した旨を告げ、専務理事劒物忍氏が議長

となり、議案の審議に入った。 

議長 議事の順番を入れ替え、西本氏より議案 3の公共冷蔵庫設置の企画

について説明を求める。 

西本氏  企画書に沿って説明する。 

  この企画は、商店街の社会貢献事業として実施を検討してもらい

たい企画で、内容は、商店街の駐車場管理棟を使って、生活に困っ

ている人がいつでも食料品や日用品を取りに来られるという場所

の提供をしませんか、という提案である。生活保護を受けている母

子家庭で、母親が入院しており、ある支援団体から食材の提供を受

けている子どもがおり、その子が都合の良い時間に食材の提供を受

けることができるような場所がないだろうか、という相談を受け、

商店街でできるのではないかと考えた。札幌市の補助金が使えそう

なので、商店街の事業として取り組むことが可能かどうか、企画案

を作成した。   

  一番困っており、何の支援もないのが若者だということで、若者

を対象に、商店街の規模であれば、30人ぐらいを対象としてできな



いか検討している。 

経費は、管理棟の清掃、消臭代として 10,000円～50,000円ほど、

プライバシー確保のため、窓の遮蔽工事、スマートフォンを使って

施錠開錠をする仕組みを使うなどすれば管理のための人の配置は

不要となる。人手がかかるのは、日用品や食材などの補充の手間ぐ

らいではないか。そのほかは企画書を参照していただきたい。本州

のほうではすでに実施されており、愛知県ではＮＰＯ法人がやって

いるようで、一人 1個づつのロッカー式の冷蔵庫が当たるようにな

っているらしいが、その方式だと経費が相当かかってしまう。多く

がやっているのは冷蔵庫と冷凍庫が置かれており、自由に出入りし

て取っていく方式が多い。 

  利用者の範囲は保護費などが支給されている人は証明書がある

ので、それを提示してもらい、利用を認める方式を考えている。誰

が入ったかはアプリで分かるので、大量に持っていくなどの行為は

チェックできる。ほかに防犯カメラを設置したほうがいいのではな

いか。子ども未来局や生活保護課に確認し、この程度の支援であれ

ば保護費の支給が減額されるようなことにはならないのではない

か、との回答を得ている。 

議長 まず、登録制ということか。その審査はだれがやるのか。 

西本氏 その点はみんなで決めていけばよい。 

  高齢者の生活保護の人たちへの援助ではないので、その線引きは

難しい。今回は、この企画を実施するかどうかを決めてほしい。 

  現在亜麻保存会が使用しているが、保管物がなくなるなどの問題

が生じることがあれば問題であるので、亜麻保存会への賃貸借は解

除となるのではないか。現在は亜麻保存会の展示場として運営はし

ているが、これまで利用実績がないのであれば、商店街の社会貢献

事業の一つとして利用させてもらえないか、という内容である。 

加納氏 補助金であるが、商店街からの持ち出しもある。 

事務局 ３年計画で実施とすれば、初年度は上限 100万で補助率２／３、２

年目は７５万、３年目は５０万となっているが、初年度１００万の

申請であれば商店街からの持ち出しは５０万円となる。 

議長  利用者の基準などを決めておく必要がある。例えば外国人はどう

か、などきちんと決めておかないとならない。 

加納氏 その辺は今後詰めていくことである。 

 予算は取れるのか。 

事務局 概算要求を申請すれば事前の経費負担は抑えられるのではないか。 

西本氏 時期によって、農家から提供される野菜なども備蓄できるのではな

いか。 

中村氏 異物混入とかの恐れがあるので、その監視体制は必要ではないか。 

西本氏 その対策として、防犯カメラの設置は必要だと思う。 



加納氏 住んでいる地域を限定する必要はあるか。 

西本氏 商店街事業なので、商店街街区、連合町内会、新琴似小中学校、和

光小校区などになるのではないか。 

理事長 きょうはこの企画を承認する必要があるのか。 

西本氏 そう考えている。 

 子ども食堂ではすでに食材の配布を実施しているが、あっという間

になくなってしまう状況である。 

 保護世帯に関しては連携団体の子ども食堂さんみたいなところか

らの紹介がいいのではないか。 

議長 いつまでとかはあるのか。 

事務局 今の段階では、半年ぐらいのスパンで考えているが、９月ぐらいか

ら動き出して見積もりを集める作業をし、細かな点を検討し総経費

の概算を出して資金の手当てとして補助金申請を検討し、申請期間

として１か月を予定するなどしなければならないのではないかと

思っている 

佐藤典子氏 予算的な「見える化」が不足しているのではないか。 

理事長 案の段階でどれくらいの経費が掛かるのか、の見通しが必要ではな

いか。 

議長 利用資格の検討と食材調達先の検討なども必要である。 

西本氏 以上の点などを検討し再度企画案を提出する。 

議長 以上にてこの議案については継続審議とする。 

議長 議案１について議題に供する。特になく、承認となる。 

 議案２について議題に供する。 

 次年度事業予定について、加筆してある。 

 次年度予算について、事務局の説明を求める。 

事務局 実施する事業がはっきり決まっていないということなので、実施予

定事業ということで（５）まで上げているが事業予算の範囲内で実

施の可否を判断するとした。先ほどの「講習冷蔵庫」の件で実施承

認とされれば、予算の範囲で実施していくことになる。理事会議案

書の最後のページには、損益計算書に沿った形で各事業予算を割り

当てているが、環境整備事業の駐車場では収入、経費とも若干増額

するなどの調整をし、事業ごとに集計して算出した。あさぶらっと

の実施や諸物価高騰の影響などを考慮し、収益と経費の双方を若干

増額している。一般管理費は昨年度とほぼ同じである。 

議長 議案書はこの内容で承認とするか。 

佐藤志保氏 「焼き鳥酒場どんく」（北３７条西４-1-8 ユニビル 1F）というお店が商店

街に加入したいといっていた。 

議長 定款変更後に打診してみる。 

佐藤典子氏 ２２ページの主要予定実施事業について、書き方はどうなのか。 

加納氏 （１）についてはタイトルを変更し、社会貢献事業（災害備蓄倉庫



の補充及び高齢者支援、子育て支援）とするのはどうか。 

加納氏 吉川隆雅さんはまだ顧問なのか。 

事務局 組合員はやめたが、顧問としてはなお残してある。 

佐藤典子氏 議案第２号の基本方針の文章にりあんの名前を入れたほうがよい。 

議長 麻生商店街の記載はあさぶ商店街とする。 

 司会は中村氏、議長は、加納氏、女性部説明は佐藤志保氏、基本方

針などは専務理事、決算書などは事務局が担当する。受付は、事務

局、集合は１６時とする。 

理事長 議案書に「議案書」、開催日時などの記載がないので追加する。 

議長 懇親会について、手配はどうするか。 

事務局 これも理事会のほうで決めることになっていたはずである。 

 イオンでオードブルを頼み、一人ずつ弁当を用意、まつやさんに酒、

ビール、飲み物などを依頼する予定である。 

理事長 招待者リストはこれでいいのか。小林さんの状況が分からない。電

話してみる。吉川隆雅さんは案内は不要ではないか。 

事務局 案内だけ回して欠席でもらうか。 

理事長 案内だけ送ることでよい。道振連、市商連は案内は不要である。 

議長 あさぶミニガーデンの議案を審議する。 

佐藤典子氏 プレートは「あさぶミニガーデン」とした。補助金申請はすでに終

わっている。 

議長 補助金交付申請書はこれでよいか。議場に諮り、承認となった。 

 報告事項を審議する。 

事務局 組合員だが、1件加入の申し込みがあった。 

議長 地域活性事業のファイターズ観戦チケットは現在 9件となっている。 

 情報発信事業は、五叉路 272号が発行される。 

 女性部からは 14日に植栽が予定されている。 

佐藤典子氏 250ぐらいの花苗を植えることになった。 

 道振連の助成金があるので、また応募しようかと思っているが、助

成金の 4万円で花苗などを購入する予定である。 

中村氏 札幌市の補助金で全部賄えるので、女性部の助成金はほかに使った

ほうがよい。 

佐藤典子氏 今回は女性部からの助成金はミニガーデンには使わないことにす

る。 

議長 その他について、検討する。理事長に説明を求める。 

理事長 山晃ハイツの工事で一部直したりしている。その後契約し引き渡し

となる。 

 駐車場の白線工事を行った。 

議長 工事代の請求について、議場に諮り承認となった。 

 区商連総会は理事長と劔物氏、市商連は理事長、道振連総会は佐藤

典子氏が出席する。 



 

以上で、第１３回理事会を終了する。 

 

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、出席理事がこれに記名押印する。 

 

令和７年５月８日 

麻生商店街振興組合理事会 

 

議 長 理 事    劔物 忍           ㊞ 

 

    木村 弘           ㊞ 

 

             佐藤 典子          ㊞ 

 

    生嶋 宏冶     

 

             佐藤 志保          ㊞ 

 

    内平 淳一 欠席 

    

    加納 洋平  

 

    中村 恵美 ㊞ 

 

    畠山 美香     

 

 

 

 

 

 


